
「あなたのカモは、どう鳴いていますか？」 

校長 安井健二 

今年もまた、「暑い！」「これまでにない暑さ！」と言っている間に、長いと思っていた夏休みが終

わってしまいました。そして、９月１日、多紀っ子が学校に戻って来て、学校が生き返りました。 

さて、この夏休み中、私はある研修会で元阪神タイガース監督の矢野燿大さんの講演を聴く機会が

ありました。矢野さんといえば、監督時代は「理想」と「夢」を語るという信念を持ち、チームを４

年間牽引されました。優勝こそなかったものの、４年連続Ａクラス入りという球団記録を作られまし

た。引退後も筋ジストロフィーの患者さんに電動車椅子を送る支援を行うといった社会貢献活動を続

けておられます。 

その矢野さんは監督時代、選手に特に２軍の選手に「選手生活は人生の中でほんの短い時間です。

だから、ユニフォームを脱いだ後でも輝ける自分を作りなさい。」と言われていたそうです。 

この話は、プロ野球選手ではない私たちの人生に置き換えても、大切なことだと思い、興味深く聴

かせてもらいました。 

その話の中では、「可能性を伸ばす（より良い結果）＝心＋行動」というお話をされ、加えて「脳の

メンタルを最幸にする３つのポイント」について話されました。 

その３つのポイントから学んだことより・・・（抜粋） 

① 可能性を信じ切る 

私たちの心には２匹のカモがいます。「できるカモ」と「できないカモ」がいて、初めて何かをす

る場合、「できないカモ」は元気に「できない！できない！無理・無理・無理」と鳴きます。大切

なのは、自分の可能性を信じて切って、初めの一歩を切れるかどうかです。かつて、メジャーリー

グに飛び込んで活躍された野茂選手についても、最初は誰もの心の中のカモが「無理・無理・無

理」と鳴いたはずです。しかし、自分の可能性を信じ切って海を渡った野茂選手は大成功を掴みま

した。今では、「メジャー・リーガーになりたい」と夢を語る野球少年も少なくありません。 

② ピンチはチャンス 

物事は「成功か失敗」ではなく、「成功」か「成功の途中」です。うまくいかない時は「見返すチ

ャンスが残されている」と考えます。例えば、喧嘩をした時は、「謝ればもっと仲良くなれるチャ

ンス」ととらえ、宿題がわからない時は、「もっとわかるようになるチャンス」ととらえます。 

「その気にさせて、やる気にさせることは大切です」 

③ 誰かのために 

「誰かのために！」ということを常に意識して、どう行動するかを考えることは大切なことです。 

この３つの事について話されましたが、それに加えて、「当たり前のことに素直な気持ちで『感謝』

する気持ちは、何より大切なことです。」とも言われました。 

 いよいよ創立１０周年目の２学期の始まりです。２学期は、行事も多く、子どもたちが１学期、そ

して夏休み中に蓄えてきたエネルギーを放出し、成長する時期でもあります。 

 多紀っ子の一人ひとりが、２学期に自分自身が頑張る「２学期 No１宣言」をして、どんなストー

リーを描いてくれるのかを楽しみにしています。 

 私たち大人も、多紀っ子を「その気にさせて、やる気にさせる」旅を楽しみましょう。 
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実りの２学期始まる 

９月１日、２学期の始業式を行うことができました。 

 子どもたちが学校に戻ってきて、話し声を聞き、笑顔を見ていると、私自身も元気が湧いてきま

した。 

 始業式でも、夏休みにあった日頃の学校では味わえない体験を話してくれました。一人ひとりが

かけがえのない夏休みを送ったようです。 

 ２学期は一番長い学期で、行事も目白押しです。６年生がリーダーシップを発揮し、綿密な計画

で準備を整え、全校生が協力して感動のページを綴ってくれることを期待しています。 

「多紀っ子、最高！！」が響き渡るように・・・ 

始業式の後、「デカンショ祭りのあんどん」の優秀作品の表彰もしました。 

 

 始業式前には、9/1付けで離任された先生と着任された先生から挨拶をしていただきました。 

  離任された先生：井上裕美 先生（西紀南小へ） 

  着任された先生：石口勇輝 先生（育児休業から復帰）、兼本崇弘 先生（大山小から） 

 

美化作業・・・お世話になりました 
８月２３日、夏休みの終盤の土曜

日。早朝から、しかも暑い中、職員

はもちろん、保護者のみなさま、地

域のみなさんの協力を得て、美化作

業を行いました。 

短時間でみるみる校庭がきれいに

なる様子を見ていると、「やはりた

くさんの人によるマンパワーは素晴らしい！」と改めて感じました。 

この校庭で子どもたちが元気に、明るく、そして楽しく活動して欲しいと思っています。ありが

とうございました。 

１０月４日は、創立１0周年を迎えた多紀小学校の運動会です。是非、お越しいただき子どもた

ちのがんばりにご声援をお願いします。 

 

創立１０周年記念行事・・・みんなで人文字 
 ９月３日、創立１０周年記念行事の一つとして、全校生と職員による集合写真とドローンを使って

児童と職員で作った人文字を撮影しました。人文字は、中央に多紀小学校オリジナルキャラクターの

オオサンショウウオのオータン、ニホンイシガメのカメタン、オヤニラミのヨツナを配置して、その

周りに「WE ARE TAKI-SHO HEROES」とデザインしました。ドローンが上空高く上がった

り、移動したりするたびに、「おー！すごい！」という声が聞こえました。 

 人文字には、たき認定こども園のみなさんも参加してくれました。 

どんな写真に仕上がるのか、出来上がりが楽しみです。 

 

１０月の主な行事 

  ４日      多紀小学校・たき認定こども園合同運動会 （８：３０開会） 

 １５日～１６日  ６年修学旅行（広島方面） 

 ２３日～２４日  オープンスクール・・・・※２４日「ふるさと音楽広場」 

                          「いのちの出前授業」 

 

※ 運動会、オープンスクールには是非ご来校いただき、多紀っ子の様子をご覧ください。 


